（様式２）
日本産業ストレス学会　研究助成制度2027年度採択課題
研究成果概要報告書

提出日：　　年　　月　　日

１．報告者情報
	氏名（ふりがな）
	

	所属機関
	

	所属部署・職名
	

	所属先住所
	

	電話番号
	

	E-mail
	

	自宅住所
	

	電話番号
	

	E-mail
	

	日本産業ストレス学会会員番号
	



２．助成を受けた研究課題
	研究課題名
	

	課題番号
	

	助成を受けた年度
	2027～2028年度

	研究期間
	2027年４月１日～2029年３月３１日

	助成金交付額
	円



３．研究成果の概要
	助成を受けて実施した研究について、研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論に分けて構造化し、全体で2000字程度で記入してください。
【研究の背景】

【目的】

【方法】

【結果】

【考察】

【結論】




４．研究成果の産業ストレスの研究・実践への貢献
	本研究成果が、産業ストレスの研究または実践にどのように貢献するか、1000字程度で記入してください






５．申請時の計画からの変更
☐ 変更なし　☐ 変更あり
	変更があった場合は、変更内容、理由、研究成果への影響を記入してください。






６．研究成果の公表状況
	日本産業ストレス学会の年次学会での発表
	☐ 実施済
☐ 現時点では未実施だが今後実施予定
☐ 実施の予定はない

	日本産業ストレス学会の年次学会での助成研究に関するシンポジウムに登壇
	☐ 実施済
☐ 現時点では未実施だが今後実施予定
☐ 実施の予定はない

	日本産業ストレス学学会の機関誌『産業ストレス研究』に原著または資料論文として投稿
	☐ 実施済
☐ 現時点では未実施だが今後実施予定
☐ 実施の予定はない

	本学会以外の学術雑誌に原著論文あるいは資料論文として投稿
	☐ 実施済（投稿先：　）
☐ 現時点では未実施だが今後実施予定
（投稿予定先：　）
☐ 実施の予定はない

	研究成果公表時の本学会による助成を受けたことの記載
	☐ 本研究成果に関する全ての発表機会で、本学会による助成を受けたことを記載している
☐ 本研究成果に関する発表機会で、本学会による助成を受けたことを記載していないものがある


※採択された研究成果について、研究助成期間中または研究助成期間終了の翌年の日本産業ストレス学会年次学会で学会発表を行うか、助成研究に関するシンポジウムに登壇すること。
※研究助成期間終了後、1年以内に『産業ストレス研究』に原著または資料論文として研究成果を投稿すること。
※『産業ストレス研究』以外の学術雑誌に投稿する場合は、投稿した時点で研究推進委員会に報告すること。尚、『産業ストレス研究』以外の学術雑誌に研究成果が掲載された場合は、『産業ストレス研究』への投稿は不要とする。

８．本研究成果に関する実績
	本研究成果を公表した論文・学会発表等に関する情報を記載してください。
【論文】
・

【学会発表】
・




· 提出期限：2029年4月30日（月）
